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利用・用途・応用分野

マグネシウム二次電池

目的・課題 解決ポイント

マグネシウム二次電池に使用するための負極
にてマグネシウムイオンが電解液との間で、
繰り返し溶解・析出ができる電解質を得ること
を課題とする。

包接型ネットワークポリマー（ロタキ
サンネットワークポリマー）及びマグネ
シウム塩溶液を含む電解質をマグネシ
ウム二次電池に使用すると、負極のマ
グネシウム金属と電解質との間でマグ
ネシウムイオンが繰り返し溶解・析出で
きることを見出し、本発明を完成するに
至った。
包接型ネットワークポリマー（ロタキ
サンネットワークポリマー）とマグネシ
ウム塩溶液を含む電解質を使用したマ
グネシウム二次電池は、室温で作動す
ることが明らかとなった。特に正極に有
機硫黄材料を使用した場合は、大容量
で安定的に充放電ができる優れたマグ
ネシウム二次電池を得ることができる。
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➢ ポリマーゲル電解質をマグネシウム二次電
池に用いることにより、充放電を高いクーロ
ン効率で繰り返し行うことができる。

➢ 本発明のマグネシウム二次電池の作動温
度は室温で作動するため、高温での作動
により起こる電池の劣化を防ぐことができ、
寿命が長い電池を得ることができる。

➢ 本発明のマグネシウム二次電池の電解質
は液量の少ないゲル(擬似固体)電解質で、
液漏れ防止効果があり安全である。
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●本発明のマグ
ネシウム二次電
池の構成

充放電
測定

放電

充電

●本発明のマグネシウム
二次電池の充放電曲線

●ネットワークポリマー
の合成スキーム

（室温）

室温で、大容量の
放電-充電を確認
（マグネシウム二
次電池としては、
世界初！）
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